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祖母と桜の木が教えてくれた事
和歌山・竹下　知歩
　私の祖母の家は、和歌山女子刑務所の近くにあります。祖母は、毎年刑務所の前に咲く、桜並木を楽しみにしています。今年の春も、きれいな満開の桜が咲いていました。
　祖母は、二度自宅で転けて入院しています。今では、ほとんど寝たきりです。母は祖母の介護の為、毎日祖母の家に通っています。私も行ける時は、出来るだけ一緒に行きます。祖母のお世話は、まだあまり出来ないけれど、私の顔を見るだけで、喜んでくれるからです。
　私は、刑務所の前の桜を写真に撮り、祖母に見せました。本当は、実物を見せてあげたかったけれど、外に出るのは、祖母にとってとても体力を使うので、写真で我慢してもらいました。写真を見せると祖母は、涙を流して喜んでくれました。この桜並木は、私も、そして母も、小さい頃から見ていて、大好きな桜です。

私は、祖母と沢山話をします。祖母から、和歌山刑務所にある、美容室の話を聞きました。

祖母は、元気だった時は、よく行っていたそうです。安いのに、とても丁寧で上手にしてくれたと言っていました。祖母から、話を聞いてしばらくして、新聞に、和歌山刑務所の美容室の記事が載っていました。祖母が話してくれた、白百合美容室でした。そして週に一度、指導に来られている、白杉さんという方の言葉に、私はとても感動しました。

「社会で働く生きがいを知り、更生してほしい」と話されていました。私は、社会を明るくする運動の一つに、私が出来る事は、作文を書く事だと思っているので、この白杉さんの言葉を作文に書きたい、と思って、記事を大切に持っていました。

社会で働くという事は、どんな仕事でも、職業でも、誰かの何かの役に立っている、と言うことだと思います。

美容師さんだと、直接お客さんに喜んで頂ける仕事なので、働く生きがいは、とても早く感じられて、社会に出てからの自信にも繋がり、更生できやすいのではないか、と思いました。

白杉さんの言葉に、お客さんの「良かったよ」「ありがとう」の言葉を、何よりの喜びと感じながら、働いてほしいとありました。この言葉は、感謝の気持ち以外にも、人を明るくし、人に自信を与え、勇気を持たせてくれる言葉ではないかと、私は思いました。
「良かったよ」「ありがとう」短いよく言う、聞きなれた言葉だけど、この言葉こそ、社会を明るくする運動の、一つではないかとも感じました。

平日の午後四時までしかやっていないので、私は、今は、行く事が難しいですが、いつか白百合美容室に行きたいと思っています。そして祖母の分まで「ありがとう」と言いたいと思っています。
祖母は、刑務所で開かれる矯正展にも、元気な頃はよく行っていて、楽しみにしていたそうです。母もよく行っていて、私も一緒に行った事があります。いろんな品物が沢山あって、見ているだけでも楽しいのですが、どれも丁寧に作られているのに安い、と母が言っていました。

祖母は昔、靴を買ったそうで、今は履けなくなってしまったけど、大切に持っているそうです。祖母は、刑務所のバザーと言っていたので、私が矯正展って言うんだよ、と教えてあげると、笑いながら、又行きたいと言っていました。

何で矯正展なんだろう、と矯正の意味を辞書で調べてみました。悪い所や欠点を直す事、と書かれていました。受刑者の人が、一生懸命作られた品物には、やり直すという思いが込められているから、矯正展ではないのかな、と私なりに思ったりしました。その思いが込められた品物を、購入された人が、祖母の様に笑顔になる。この事も、社会を明るくする事に繋がっていると思います。
刑務所の前の桜が、毎年あんなに美しく咲くのは、きっと受刑者の人を応援し、社会に出てからの更生を、願っているからだと思います。そしてその桜に、私達も感動をもらえています。桜の木が、内と外を繋げている、明るい社会の象徴の様な気がしました。

私は、これからも、刑務所の前の桜、矯正展、そして、祖母との会話を、楽しみにしようと思っています。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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